
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
二
巻
第
二
号

平
成
六
年
三
月

一
七
二

歎
異
抄

の
第
十
番
目
の
条

の
問
題

西

田

真

因

緒

言

私
は
昨
年
第
四
十
三
回
学
術
大
会
に
お
い
て
、
歎
異
抄
の
師
訓
篇
は

第

一
番
目

の
条
か
ら
第
八
番
目
の
条
ま
で
の
八
箇
条

で
あ

る

と

い
う

〈
師
訓
篇

八
箇
条
説
〉
を
提
唱
し
た
。
い
う
ま
で

も
な
く
、
師
訓
篇
は

第

三
番
目

の
条
か
ら
第
十
番
目
の
条
ま
で
の
十
箇
条

で
あ

る
と

い
う

「
師
訓
篇
十
箇
条
説
」
が
江
戸
初
期
の
誓
源
寺
円
智
以
来
の
定
説
と

な

っ
て
い
る
。
こ
の
両
説

の
争
点
は
第
十
番
目
の
条

に
あ
る
。
昨
年
は
、

こ
の
第
十
番
目
の
条
に
も
ふ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
ど
う
し
て
も
概
略
的

で
あ
る
こ
と
を
ま
ぬ
が
れ
な
か

っ
た
の
で
、
今
年
は
第
十
番
目
の
条
の

問
題
に
的
を
し
ぼ

っ
て
考
察
し
た
い
と
思
う
。
そ

こ
で
今
回
の
発
表
の

中
心
テ
―

マ
は
、
な
ぜ
第
十
番
目
の
条
に
お
い
て
冒
頭
第

一
文
の
教
義

的
文
章
と
第
二
文
以
降
の
史
実
的
文
章
と
い
う
異
質

の
文
章
が

一
つ
の

条

の
中
に
お
さ
ま

っ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題

の
解
明
で
あ
る
。

な
お
、
論
述
の
必
要
上
、
昨
年
の
発
表
と
重
複
す
る
部
分
も
あ
る
こ

と
を
お
こ
と
わ
り
し
、
御
諒
恕
を
請
う
。
ま
た
、
普
通
こ
の
第
十
番
目

の
条
は
形
式
上
第
十
番
目
に
あ
る
の
で

「第
十
条
」
と
よ
び
な
ら
わ
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

「第
十
条
」
と
よ
ば
な
い
で

〈
第

十
番
目
の
条
〉
と
い
う
こ
と
に
す
る
。
な
ぜ
な
ら

「第
十
条
」
と
い
う

と
当
論
の
批
判
対
象
の
意
味
観
点
に
同
化
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

第

一

問
題

の
所
在

第
十
番
目
の
条
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

一
、
念
仏
ニ
ハ

無
義
ヲ
モ
テ
義
ト
ス

不
可

称

不
可
説

不
可
思
議
ノ
ユ
ヘ
ニ
ト

オ
ホ
せ

サ
フ
ラ
ヒ
キ

ソ
モ
く

カ
ノ
御
在

生

ノ
ム
カ
シ

オ
ナ

シ

ク

コ

・
ロ
サ

シ

ヲ

シ

テ

ア

ユ
ミ

ヲ
遼

遠

ノ

洛

陽

ニ

ハ
ケ

マ
シ

信

ヲ

ヒ

ト

ツ

ニ
シ

テ

心

ヲ
当

来

ノ
報

土

ニ
カ

ケ

シ

ト

モ

カ

ラ

ハ

同

時

二
御

意

趣

ヲ

ウ

ケ

タ

マ

ハ
リ

シ

カ

ト

モ

ソ

ノ

ヒ

ト
く

ニ
ト

モ

ナ

ヒ

テ

念

仏

マ

フ
サ

ル

・

老

若

ソ

ノ
カ

ス
ヲ

シ

ラ

ス

オ

ハ
シ

マ

ス
ナ

カ

ニ

上

人

ノ

オ

ホ

せ

ニ
ア

ラ

サ

ル
異

義

ト

モ

ヲ
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一
七
三

近
来

ハ

オ

ホ
ク
オ

ホ
せ
ラ

レ
ア

フ
テ

サ
フ

ラ
ウ
ヨ
シ

ッ
タ

ヘ
ウ

ケ
タ

マ

ハ
ル

イ

ハ
レ
ナ
キ

条

々
ノ
子
細

ノ
コ
ト

(蓮
如
筆
写
本
)

冒

頭

の

「
念

仏

ニ

ハ
無

義

ヲ

モ
テ
義

ト

ス
、

不
可

称

不

可

説

不

可

思

議

ノ

ユ

ヘ

ニ
ト

オ

ホ
せ

サ

フ

ラ

ヒ
キ
。
」

と

い

う

第

一
文

と

、

第

二
文

以

降

の

「
ソ

モ
く

カ

ノ
御

在

生

の

ム
カ

シ
、

オ

ナ

シ

ク
、

コ

・
ロ
サ

シ
ヲ
シ
テ
～
イ

ハ
レ
ナ
キ
条
々
ノ
子
細

ノ
コ
ト
。」
(句
読
点
は
西
田
)
は

意
味
内
容
か
ら
見
る
と
、
ど
う
し
て
も
異
質
で
あ
る
。
冒
頭
の
第

一
文

は
思
想

(教
義
)
を
述
べ
、
第
二
文
以
降
は
事
実

(史
実
)
を
述
べ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
第
十
番
目
の
条
は
、

一
つ
の

文
段

と
な
り
に
く
い
よ
う
に
見
え
る
。
と

こ
ろ
が
、
文
献
的
に
は

一
つ
の
条
と
な

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
問
題
は
、

そ
の
文
献
的
事
実
を
前
に
し
て
、
そ
の

〈異
質
性
〉
を
ど
う
領
解
す
る

か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

第

二

解
釈

史

は
じ

め
に
そ
の
解
釈
の
歴
史
を
見
て
み
た
い
。
江
戸
時
代
に
お
い
て

も
冒
頭
第

一
文
と
第
二
文
以
降
の
意
味
上
の
異
質
性
に
気
づ
き
不
審
を

抱
い
て

い
た
。
そ
れ
を
宗
学
上
の
伝
統
の
概
念
装
置
に
よ

っ
て
解
決
し

て
い
る
。
そ
れ
は
、

こ
の
第
十
番
目
の
条
を
香
月
院
深
励
師
で
は

「結

前
生
後
」
、
妙
音
院
了
祥
師

で

は

「蝶
番
」
・
「承
上
起
下
」
・
「車

の
真

棒
」
等

の
用
語
で
位
置
づ
け
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
『浄
土
論

註
』
や
覚
如
上
人
の

『
願
々
紗
』
に

「成
上
起
下
」
と
い
う
用
語
が
す

で
に
あ
り
、
宗
学
用
語
に
な

っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
誓
源
寺
円
智
以

下
香
月
院
深
励
師
、
妙
音
院
了
祥
師
等

の
諸
師
方
は
、
冒
頭

の
第

一
文

を
第

一
条
か
ら
第
九
条
ま
で
の
師
訓
の
部
分

に
引
き

つ
け
、
第

二
文
以

降
を
後
の
第
十

一
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
の
異
義
批
判
の
部
分

に
引
き

つ
け
て
領
解
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
「結
前

生
後
」
・
「
承
上
起
下
」
と

い
う
宗
学
的
概
念
装
置

に
う
ま
く
当
て
は
め
不
審
を
解
決
し
た
の
で
あ

る
。つ
ぎ

に
近
代
で
は
ど
う
か
。
最
近
、
平
成
元
年

(
一
九
八
九
年
)
七
月

一
〇
日
初
版
第

一
刷
発
行
の
佐
藤
正
英
著

『
歎
異
抄
論
註
』
は
新
し
い

歎
異
抄
の
構
成
を
提
起
さ
れ
た
刺
激
的
な
書

で
あ
る
が
、

こ
の
問
題
に

つ
い
て
は

「親
鸞
の
法
語
と
異
義
批
判

の
序

と
い
う
二
つ
の
異
質

の
文

を

一
ヵ
条
に
接
合
す
る
錯
誤
を
蓮
如
本
が
犯
し
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。
」
(
一
六
一
頁
)
と
し
て
、
や
や
翰
晦
し
た
表
現
で

は
あ
る
が
、
佐
藤
氏
は
本
来
別

々
で
あ

っ
た
も

の
が
蓮
如

の

「
錯
誤
」

に
よ

っ
て
同
じ
序
の
中
に
入
り
込
ん
だ
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
第
十
番
目
の
条
の
近
代
の
解
釈
史

の
一
つ
の

〈到
達
点
〉
と
い
え
よ

う
。
こ
こ
で

〈
到
達
点
〉
と
い
う

の
は
以
下

の
意
味

に
お

い
て

で
あ

る
。
ま
ず
、

こ
れ
を
、
佐
藤
氏
と
同
じ
く
、
筆
写
上
の

「錯
誤
」
と
見

た
の
は
、
大
正
十
三
年

(
一
九
二
四
年
)
八
月

三
十
日
発
行

の
梅
原
真
隆

著

『歎
異
紗
の
意
訳
と
解
説
』
が
最
初
で
あ

る
。
彼
は

「
ソ
モ
く

」

以
下
の
文
に

つ
い
て
、
「在
来
、
こ
の

一
段

は
第
十
条
の
う
ち
に
取
込
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一
七
四

ま
れ
て
あ

っ
た
が
、
そ
れ
は
不
当
で
あ
る
。
け
だ
し
、
こ
の

一
段
は
第

十
条
と

一
連

の
文
字
で
な
く
て
、
第
十

一
条
以
下
の
八
ヵ
条
の
前
置
き

の
詞
で
あ

る
か
ら
、
私
は
敢
て
別
序
と
し
て
抽
出
し
た

の
で
あ

る
。」

(四
三
頁
)
と
い

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
冒
頭
第

一
文
を

「第
十
条
」
と

し
、
第

二
文
以
降
を

「別
叙
」
と
し
て
分
離
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
昭
和
七
年

(
一
九
三
二
年
)
十

一
月

一
日
発
行
の
暁
鳥
敏
編

『校
定

歎
異
紗
』
で
は
歎
異
抄
全
体
を
上
篇
と
下
篇
と
に
わ
け
、
こ
の
冒
頭
第

一
文
を
上
篇
の

「第
十
節
」
と
し
、
第

二
文
以
降
を
下
篇

の

「第

一
節
」

と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
両
者
を
完
全
に
分
難
分
割
し
て
し
ま

っ
て
歎

異
抄
の
構
成
を
組
み
換
え
て
い
る
。
そ
の
後
、

こ
の
よ
う
な
分
離
分
割

型
は
、
阪

口
玄
章
、
毎
田
周

一
、
藤
原
凌
雪
、
宮
地
廓
慧
、
早
島
鏡
正
等

々
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
い
ま
の
佐
藤
正
英
著

『歎
異
抄

論
註
』
も
同
じ
く
、
分
離
分
割
型

で
あ

る
。
ま
た
平
成
二
年

(
一
九
九

〇
年
)
十

一
月
十
五
日
初
版
第

一
刷
発
行

の
安
良
岡
康
作
著

『
歎
異
抄

全
講
読
』
で
も
や
は
り
分
離
分
割
型
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
最
近
、

学
問
的

著
作
に
お
い
て
は
完
全
に
二
つ
に
分
離
分
割
す
る
傾
向
が
定
着

し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
え

る
。
大
正
十
三
年

の
梅
原
真
隆
以
来
、
「錯

誤
」
と
言
明
し
な
い
で
、
実
質
的
に
は

「錯
誤
」
と

〈解
釈
〉
し
て
、

分
離
分
割
し
て
き
て
い
た
の
が
、
佐
藤
氏
に
到

っ
て
、
近
代
の
文
段
意

識
を
対
象
に
投
影
し
て
遂
に
写
本
上
の

「錯
誤
」
と
い
う
言
葉
に
ま
で

顕
在
化

し
た
と
い
う
意
味
で

〈
到
達
点
〉
と
い

っ
た
の
で
あ
る
。

近
代

の

「錯
誤
」
説
で
は
こ
の

〈異
質
性
〉
を
単
純
に
形
式
的

に
考

え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
江
戸
時
代
の

「承
上
起
下
」
説
は
多
少
と
も

歎
異
抄
の
教
義
内
容
と
関
連
さ
せ
て
考
え
て

い
る
。
私
に
は
近
代
は
自

己
の
知

の
僑
慢
に
無
反
省
で
あ
り
、
江
戸
時
代
は
さ
す
が
に
謙
虚
で
あ

る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
の

「
承
上
起
下
」
説
や
近
代

の

「錯
誤
」
説
が
こ
の
第
十
番
目
の
条
の

〈
異
質
性
〉
の
意
味
を
正
し

く
把
握
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

第

三

室
町

時
代

筆

写
本

の
文

献

的

事
実

私
は
、
第
十
番
目
の
条
を
二
つ
に
分
離
分
割
す
る
こ
と
は
完
全
な
誤

り
で
あ
る
と
考
え
る
。
二
つ
に
分
離
分
割
す

る
と
い
う
考
え
が
出
て
く

る
の
は
も
と
も
と
誓
源
寺
円
智
以
来
の

「師
訓
篇
十
箇
条
説
」
の
思
考

枠

に
拘
束
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
私
の

考

え

に
よ
れ
ば
、
そ
の

「師
訓
篇
十
箇
条
説
」
自
体
が
誤
り

で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
分
離
分

割
は

「師
訓
篇
十
箇
条
説
」
と

い
う
誤

っ
た
考
え
の
う
え
に
立

っ
て
、

そ
の
考
え
に
整
合
性
を
も
た
せ
る
た
め
に
、

さ
ら
に
誤
り
を
か
さ
ね
る

と
い
う
二
重
の
誤
り
を
犯
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

私
は
こ
の
第
十
番
目
の
条
は
二
つ
に
分
離
分
割
す
る
の
で
は
な
く

一

つ
の
も
の
と
し
て
考
え
る
。
そ
の
根
拠
は
、
歎
異
抄
の
原
本
の
文
献
的

事
実
で
あ
る
。
原
本
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
最
も
古
い
筆
写
本

に
よ

っ
て
推
定
し
て
み
る
に
、
室
町
時
代
中
期
か
ら
後
期
の
筆
写
本
と

考
え
ら
れ
て
い
る
ω
蓮
如
本
、
②
端
ノ
坊
本
、
③
端
ノ
坊
別
本
、
㈲
毫

摂
寺
本
、
㊥
竜
谷
大
学
本
、
⑧
専
精
寺
本
、

⑨
真
光
寺
本
、
αo
真
光
寺
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一
七

五

別
本
等

に
お
い
て
、
ま
た
江
戸
時
代
の
筆
写
本
で
あ
る
ω
恵
空
写
本
、

⑫
三
舟
文
庫
本
、
さ
ら
に
は
江
戸
時
代
の
刊
行
本
㈹

『
歎
異
抄
私
記
』

(寛
文
二
年
)、
征の

『
歎
異
紗
』
(元
禄
四
年
)、
㈲

『首
書
歎
異
紗
』
(元
禄

十
四
年
)
、
㈹

『
歎
異
紗
』
(『真
宗
法
要
』
所
収
。
明
和
二
年
)、
㎝

『
歎
異

紗
』
(『
真
宗
仮
名
聖
教
』
所
収
。
文
化
八
年
)
等
々
に
お
い
て
、
冒
頭
第

一

文
の
教
義
的
文
章
と
第
二
文
以
降
の
史
実
的
文
章
と
を
別
々
の
条
と
し

て
分
離
分
割
し
た
も
の
は

一
本
も
な
い
。
す
べ
て
、
第
十
番
目
の
条
の

中
に

一
体
に
な

っ
て
い
る
。
ゆ
え
に
私
は
歎
異
抄
原
本
の
第
十
番
目
の

条
は
分

離
分
割
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
と
推
定
す
る
。
し
か
も
、
こ
の
中

の
③
端

ノ
坊
別
本
、
㎝
竜
谷
大
学
本
は
明
ら
か
に
蓮
如
筆
写
本
と
は
別

系
統
の
写
本
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
な
お
の
こ
と
、
第
十
番
目
の
条
は

蓮
如
の
筆
写
上
の

「錯
誤
」
で
は
あ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

第

四

妙

音

院

了
祥

師

の
領

解

し
た
が

っ
て
、
江
戸
時
代
の
宗
学
的
概
念
装
置
に
よ
る

〈
納
得
〉
で

も
な
く
、
ま
た
近
代
の
文
段
意
識
に
よ
る

〈解
決
〉
で
も
な
く
、
元
の

文
献
の
事
実
そ
の
も
の
に
戻

っ
て
、
そ
こ
か
ら
考
え
直
し
て
み
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の

〈
異
質
性
〉
の
問
題
に
つ
い
て
思
想
的
(教
義
的
)

に
解
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
妙
音
院
了
祥
師
だ
け
で
あ
る
の
で
、

は
じ
め
に
、
師
の
説
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
妙
音
院
了
祥
師
は

『
歎

異
抄
聞
記
』
で

「
然
れ
ば
元
祖
相
承
の
法
門
は
唯
信
唯
称
に
し
て
、
義

な
き
を
義
と
す
る
。
こ
れ
が
決
択
な
り
。
そ

こ
で
こ
の
第
十
章
を
広
く

み
る
と
、
車
の
真
棒
、
前
九
章
も
こ
玉
へ
落
ち
込
み
、
後
八
章
も
こ
N

へ
落
ち
込
む
。
こ
れ
が
私

の
大
科
の
自
慢

。」
と
言

っ
て

「自
慢
」
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
歎
異
抄
聞
記
』
よ
り
も
以
前

の

『歎
異
抄
耳
喰
』

で
は
、
「約
る
処
は
機
の
善
悪
を
忘
れ
定
心
散

心
と
此
方
で
功
を

入
れ

て
称
る
に
は
及
ば
ぬ
、
た
父
誓
願
の
不
思
議

に
よ
り
て
称
ふ
れ
ば
助
け

た
ま
ふ
ぞ
と
信
じ
て
計
ひ
な
く
念
仏
せ
よ
の
義
ぢ
や
で
、
決
す
る
処
は

無
義
為
義
な
り
。」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
逆
に
い
え
ば
、
了
祥
師
の

「無

義
為
義
」
の
領
解
は

「機
の
善
悪
を
忘
れ
」、

「定
心
散
心
と
」
凡
夫
の

側
か
ら
功
績
を
積
む
に
は
お
よ
ぼ
ぬ
、
「
た

黛
誓
願
の
不
思
議

に
よ

り

て
称
ふ
れ
ば
助
け
た
ま
ふ
ぞ
と
信
じ
て
計
ひ

な
く

念
仏

せ

よ
」
と
い

う
、
そ
の

「
は
か
ら
ひ
」
の
無
い
念
仏
が

「無
義
為
義
」
で
あ
る
と

い

う
領
解
で
あ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
妙
音
院
了
祥
師
が
こ
の

「
無

義
為
義
」
こ
そ
が
歎
異
抄
の
究
極
的
命
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
妙
音
院
了
祥
師
の
考
え
に
よ
れ

ば
、

こ
の
第
十
番
目
の
条
の
冒
頭
に

「念
仏

ニ
ハ
無

義

ヲ

モ
テ
義

下

ス
、
不
可
称
不
可
説
不
可
思
議

ノ
ユ
ヘ
ニ
ト
オ
ホ
せ
サ
フ
ラ

ヒ
キ
。
」

と
い
う
第

一
文
が
あ
る
の
は
、
第

一
番
目
の
条
か
ら
第
九
番
目
の
条
ま

で
説
か
れ
て
き
た
師
訓
篇

の
意
味
内
容

の
究
極
が

こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
ま
た
、

こ
の
究
極
か
ら
異
義
批
判
も

で
て
く
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
第
十
番
目
の
条
に
異
質
の
文

わ

け

が
併
存
し
て
い
る
理
由
が
あ
る
と
い
う
領
解
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
意
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一
七
六

味
で

「
蝶
番
」
・
「承
上
起
下
」
・
「車
の
真
棒
」
と
い
わ

れ
る

の
で
あ

る
。
と

に
か
く
、
そ
う
い
う
視
点
で
冒
頭
第

一
文
が

領
解

さ
れ

て

い

る
。
こ
れ
は
、
歎
異
抄
の
究
極
的
教
義
は
何
か
と
い
う
問
題
と
も
絡
ん

で
く
る
。

第

五

歎

異
抄

起
筆

の
瞬

間

の
信

仰
的
境

位

さ
て
、
私
は
こ
の
問
題

に
つ
い
て
つ
ぎ

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
ま

ず
、
「念
仏

ニ
ハ
無
義
ヲ
モ
テ
義

ト

ス
、
不
可
称
不
可
説
不
可
思
議

ノ

ユ
ヘ
ニ
ト
オ
ホ
せ
サ
フ
ラ
ヒ
キ
。
」
に
お
い
て
、
「念
仏

ニ
ハ
無
義
ヲ
モ

テ
義
ト

ス
、
不
可
称
不
可
説
不
可
思
議

ノ
ユ
ヘ
一こ

と
言
わ
れ
た
の
は

親
鸞
聖
人
で
あ
り
、
「～
ト
オ
ホ
せ
サ
フ
ラ
ヒ
キ
。」
と
言

っ
て
い
る
の

は
唯
円
大
徳

で
あ

る
。
「無
義
ヲ
モ
テ
義
ト
ス
」
と
い
う
言
葉
は
親
鸞

聖
人
に
お
い
て
は
晩
年
の
八
十
歳
代
に
よ
く
出
て
く
る
言
葉
で
あ
る
。

ち
な
み

に

『末
灯
紗
』
・
『御
消
息
集
』
・
『
正
像
末
和
讃
』
・
『尊
号
真
像

銘
文
』
等
に
十
九
回
ほ
ど
出
て
く
る
。
師
法
然
か
ら
聞
い
た
と
な

っ
て

い
る
が
、
そ
れ
を
よ
く
思
い
出
し
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
聖

人
が
最
晩
年
特
に
深
く
味
わ

っ
て
お
ら
れ
た
言
葉
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ

の
意
味
で
そ
れ
は
親
鸞
聖
人
の
血
肉
と
な

っ
た
言
葉
と
も
い
え
よ
う
。

し
か
し
、

そ
れ
を
聞
い
た
唯
円
大
徳
は
三
十
歳
代
の
後
半
で
あ
る
。
ま

だ
、
信
心
と
し
て
は
そ
こ
ま
で
行

っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

た
め
に
そ

れ
は

一
つ
の

〈
教
条
〉
と
し
て
唯
円
大
徳
に
は
ひ
び
い
て
き

た
で
あ

ろ
う
。

こ
こ
で

〈
教
条
〉
と
は
師
の
口
か
ら
出
た
公
式
的
教
義

と
し
て
権
威
的
圧
迫
的
に
弟
子
の
心
理
の
上

に
機
能

す

る
言
葉

を

い

う
。
し
た
が

っ
て
、
唯
円
大
徳
に
と

っ
て
こ
の

「念
仏

ニ
ハ
無
義
ヲ
モ

テ
義
ト
ス
」
と
い
う
命
題
と

の
出
会
い
は

〈
教
条
〉
と

の
出
会
い
と
い

う
か
た
ち
を
と

っ
た
筈
で
あ
る
。
も
し
、
〈
教
条
〉
と
い
う
か
た

ち
を

と

っ
た
と
す
れ
ば
、
唯
円
大
徳
に
お
い
て
そ

の

〈教
条
〉
が

〈信
心
〉

に
な
る
ま
で
に
は
血
み
ど
ろ
な
信
仰

の
苦
闘
が
あ

っ
た
筈
で
あ
る
。
こ

れ
は

〈
信
心
の
行
者
〉
な
ら
ば
唯
で
も
身
に
お
ぼ
え
の
あ
る
こ
と
で
あ

る
。そ
れ
が

〈信
心
〉
の
味
わ
い
の
言
葉
と
し
て
で
は
な
く

<教
条
〉
の

言
葉
と
し
て
圧
迫
し
て
き
て
い
る
と
き
は
、

或
る
論
理
の
罠

の
中
に
落

ち
込
ん
で
し
ま
う
。
唯
円
大
徳
の
中
に
さ
ま
ざ
ま
に
見
聞
き
し
て
い
る

異
義
に
対
し
て
批
判
す
る
心
は
あ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
異
義
批
判
を

言
葉
化
す
れ
ば
義
を
立
て
る
こ
と
に
な
る
。
言
葉
で
異
義
を
批
判
す
る

と
は
義
を
立
て
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
異
義
に
対
し
て

し
よ
う
ぎ

正
義
を
立
て
る
。
そ
こ
に

「無
義
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
と
矛
盾
し
て
く

る
。
正
義
を
立
て
る
こ
と
は

「無
義
」
に
逆

ら

っ
て

「義
」
を
立
て
る

よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の

「無
義
」
に
呪
縛
さ
れ
て

異
義
批
判
の
筆
を
お
ろ
す
こ
と
を
躊
躇
す
る
。
こ
の

「無
義
」
を
素
直

に
信
じ
れ
ば

「義
」
を
立
て
る
こ
と
は
で
き

ず
、
「
義
」
を
立
て
な
け

れ
ば
異
義
を
批
判
す
る
こ
と

は

で
き
な

い
。

こ
こ
に
ジ

レ
ン
マ
が
あ

る
oし

か
し
、
つ
い
に

「義
」
を
立
て
る
こ
と

に
し
た
。

つ
ま
り
歎
異
抄
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一
七
七

は
書
か
れ
た
。
そ
の
と
き
ジ
レ
ン
マ
は
破
ら
れ
た
。
問
題
は
、
そ

の
義

を
立
て
た
と
き
、
ど
う

い
う
思
考
回
路
を
通

っ
て
義
を
立
て
る
こ
と
に

な

っ
た
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
結
論
的
に

い
え
ば
、
「念
仏

ニ
ハ
無

義
ヲ
モ
テ
義
ト
ス
、
不
可
称
不
可
説
不
可
思
義

ノ
ユ
ヘ
ニ
ト
オ
ホ
せ
サ

フ
ラ
ヒ
キ
。
」
と
い
う
冒
頭
第

一
の
文
は
、
「念
仏

ニ
ハ
無
義

ヲ
モ
テ
義

ト
ス
」
と

い
う
言
葉
を

〈
教
条
〉
的
に
受
け
取
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
念

仏
は
無
義
で
あ
る
か
ら
義
を
立
て
な

い
と
い
う
よ
う
に
服
従
し
て
い
た

唯
円
大
徳

の
、
師
は
念
仏
は
無
義
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
け
れ
ど
も
私
は

義
を
た
て
る
と
い
う
師

へ
の
敵
対
的
矛
盾
で
は
な
く
、
念
仏
は
無
義
で

あ
る
が
ゆ
え
に
却

っ
て
被
限
定
性
存
在
と
し
て
の

〈信
心
の
行
者
〉
と

し
て
は
義
を
立
て
て
い
く
の
だ
と
い
う

〈新
生
〉
を
体
験
し
た
言
葉
で

あ
る
。

「無
義
」
か
ら

〈有
義
〉

へ
、
つ
ま
り

〈存
在
〉
の
中

に
入

る

と
い
う

こ
と
、
ー

私

の
用
語
で
い
え
ば

《罪
》

の
次
元
が
ひ
ら
か
れ

た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り

「念
仏

ニ
ハ
無
義

ヲ
モ
テ
義
ト
ス
」
と

い
う
師

説
に

〈
教
条
〉
的

に
呪
縛
さ
れ
て
い
た
自
分
を
解
き
放

っ
た
言
葉
で
あ

る
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
教
え
を
説
い
た
親
鸞
聖
人
の
責
任
で
は
な
く
師

説
を

〈
教
条
〉
と
し
て

〈
頭
〉
で
受
け
取

っ
て
い
た
唯
円
大
徳
の
問
題

で
あ
る
。
〈身
〉
で
聞

い
た
と

き
、
そ
の
師
説
の

〈
教
条
〉
の
呪
縛
を

断
ち
切
り
、
無
義
に
義
を
立
て
る
と
い
う
論
理
的
矛
盾
を
実
践
的
に
克

服
し
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
が
唯
円
大
徳
の
歎
異
抄
起
筆
の
瞬
間
の
心
内

劇
で
あ

っ
た
と
考
え
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
第
十
番
目
の
条
の
冒
頭

の

「念
仏

ニ
ハ
無
義
ヲ
モ
テ
義
ト
ス
、
不
可
称
不
可
説
不
可
思
議
ノ
ユ

ヘ
ニ
ト
オ
ホ
せ
サ
フ
ラ

ヒ
キ
。」
は
歎
異
抄
起
筆
の
瞬
間

の
信
仰
的
境

位
を
端
的
に
告
白
し
た
も
の
で
あ
る
。

で
は
、
つ
ぎ

に
、
ど
う
し
て
そ
れ
が

つ
ぎ

の

「
ソ
モ
く

～
」
以
下

の
陳
述
に
密
接
に
結
び
つ
く

の
で
あ
ろ
う
か
。
く
り
か
え
す
よ
う
で
あ

る
が
、
筆
者
の
起
筆
の
瞬
間
を
想
定
し
て
み
る
と
、
ま
ず
、
第

二
文
以

降
の
文
が
唯
円
大
徳
の

〈頭
〉

の
中
に
あ

っ
て
、
そ
れ
を
書
き
出
そ
う

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
「
ソ
モ
く

～
」
と
書
き
出
す
に

つ
い
て

は
、
冒
頭
の
第

一
文
が
な
け
れ
ば
書
き
出
す

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ

る
。
普
通
に
は
何
の
造
作
も
な
く

「
ソ
モ
く

～
」
と
書
き
出
す
の
で

あ
る
が
、
唯
円
大
徳
に
は
さ
き
ほ
ど
指
摘
し
た
ジ

レ
ン
マ
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
唯
円
大
徳
の
心
に
大
き
く
響
い
て
い
る

「念
仏

ニ

ハ
無
義
ヲ
モ
テ
義
ト
ス
、
不
可
称
不
可
説
不
可
思
議

ノ
ユ
ヘ
一こ

と
い

う
師
説
を
否
定
し
は
ね
除
け
る
の
で
は
な
く
、
全
く
そ
の
通
り
で
す
と

完
全
に
受
容
し
て
、
そ
の
上
で

「
ソ
モ
く

～
」
と
書
き
は
じ
め
る
。

も
し
文
面
ど
お
り
に
読
む
な
ら
ば
冒
頭
第

一
文
と
第
二
文
以
下
と
は
意

味
論
上
矛
盾
し
て
く
る
。
な
ぜ

な

ら
、
「念
仏

ニ
ハ
無
義
ヲ
モ
テ
義
ト

ス
」
と
い
い
な
が
ら
、
そ
の
念
仏
に
つ
い
て
異
義
を
批
判
し
正
義
を
立

て
る
か
ら
で
あ
る
。
筆
者
が
こ
こ
に
矛
盾
が
あ
る
と
感
じ
る
間
は
歎
異

抄
の
筆
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ

は
唯
円
大
徳
の

〈頭
〉
の

中
で
起
き
て
い
る
矛
盾
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
何
と
か
し
て
そ
の
矛
盾
を

解
こ
う
と
し
て
そ
の

「念
仏

ニ
ハ
無
義
ヲ
モ
テ
義
ト
ス
」
を
は
ね
除
け

よ
う
と
足
掻
く
の
で
あ
る
が
、
足
掻
け
ば
足
掻
く
ほ
ど
そ
の
矛
盾
を
解
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一
七
八

く
こ
と
が
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
が
逆
に

〈
全
く
そ
の
通
り
で
す
〉
と
完

全
に
承
認
し
受
容
し
た
と
き
、
そ
の
意
味
論
的
矛
盾
か
ら
解
き
放
た
れ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
完
全
な
る
承
認
と
受
容
の
言
葉
が

「～
ト
オ
ホ
せ

サ
フ
ラ

ヒ
キ
。」
と
い
う
深
い
感
動
を
内
に
秘
め
た
尊
敬
語
な

の
で
あ

る
。
し
た
が

っ
て
、
「念
仏

ニ
ハ
無
義
ヲ
モ
テ
義

ト

ス
、
不
可
称
不
可

説
不
可
思
議
ノ
ユ
ヘ
ニ
ト
オ
ホ
せ
サ
フ
ラ
ヒ
キ
。」
と

い
う

第

一
文
は

唯
円
大
徳
に
と

っ
て
師
親
鸞
聖
人
の

〈教
え
〉
の

一
切
を
完
全
に
受
容

し
拝
脆
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
信
仰
告
白
な
の
で
あ
る
。
こ
の

一
文
に

唯
円
大
徳
の
生
涯
と
そ
の
信
心
の
す
べ
て
が
か
か

っ
て
い
る
。
そ
の
よ

う
に
言

い
切

っ
た
唯
円
大
徳
が
そ
の
言
葉
の
足
下
に
お
ら
れ
る
。
こ
れ

は
い
か
な
る
言
葉
と
も
な
ら
ぶ
こ
と
な
く
峻
立
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

じ

ね

ん

こ
の
言
葉
が
蒼
空

に
す

っ
く
と
立

っ
た
と
き
、
自
然
に
、
は
じ
め
て
、

「
ソ
モ
く

～
」
と
始
ま

っ
て
く
る
の
で
あ

る
、
た
と
え
ば
深
い
溝
を

掘
れ
ば
自
然
に
水
が
そ
こ
え
流
れ
込
ん
で
く
る
よ
う
に
。
そ
こ
に
必
然

的
関
係

が
あ

る
。
「念
仏

ニ
ハ
無
義
ヲ
モ
テ
義
ト
ス
、
不
可
称
不
可
説

不
可
思
議

ノ
ユ
ヘ
ニ
ト
オ
ホ
せ
サ
フ
ラ
ヒ
キ
。」
と
い
う
第

一
文
が

な

け
れ
ば
絶
対
に

「
ソ
モ
く

～
」
と
始
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
が

唯
円
大
徳
の
〈
信
心
〉
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
唯
円
大
徳
の
全
人
生
を
〈
教

え
〉
に
よ

っ
て
相
対
化
し

つ
つ
、
そ

の
相
対
化
し
た
人
生
を
背
負

っ
た

上
で

「
ソ
モ
く

～
」
と
い
わ
れ
て
い
る

〈
信
心
〉

の
深

い
感
動
が
あ

る
。
そ

の

一
点
が
唯
円
大
徳
に
と

っ
て
歎
異
抄
起
筆
の
原
点

に
な

っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
付
言
す
れ
ば
、
以
上
の
考
察
に
よ

っ
て
必
然
的
に
、
歎
異
抄

は
こ
の
第
十
番
目
の
条
の

「念
仏

ニ
ハ
無
義

ヲ
モ
テ
義
ト
ス
、
不
即
称

不
可
説
不
可
思
議

ノ
ユ
ヘ
ニ
ト
オ
ホ
せ
サ
フ
ラ
ヒ
キ
。」
と
い
う

文

か

ら
書
き
始
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
す
る

こ
と
も
同
時
に
で
き
た
の

で
あ
る
。

※
紙
数

の
都
合
で
注
記
略
。
参
考
文
献
記
載
略
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

歎
異
抄
、
師
訓
篇
八
箇
条
説
、
第
十
番
目
の
条

(真
宗
大
谷
派
教
学
研
究
所
所
員
)

724


